
平成２９年度献血事業
実施概要について

岡山県保健福祉部医薬安全課

献血がつなぐ
命と優しさを
平成２９年度「愛の血液助け合い運動」標語
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安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律
（血液法）の概要（平成15年7月施行）

【国】安全性向上・安定供給確保
に関する基本的・総合的施策の策
定・実施、国内自給確保のための
措置
【地方公共団体】献血に関する住
民の理解、献血受入を円滑にする
ための措置
【採血事業者】献血受入の推進、
安全性向上・安定供給確保への協
力、献血者等の保護
【製造販売業者等】安全な血液製
剤の安定的・適切な供給、安全性
向上のための技術開発と情報収集
・提供
【医療関係者】適正な使用、安全性
に関する情報収集・提供

①血液製剤の
安全性の向上

②献血による
国内自給の原則、
安定供給の確保

③適正使用の推進

④血液事業運営に
係る公正の確保と
透明性の向上

血液製剤の
・安全性の向上
・安定供給の確保
・適正使用の推進

国民の
保健衛生の向上

法律の目的 基本理念 関係者の責務

2



岡山県における献血事業の施策体系

献 血 事 業 普 及 事 業

◎普及啓発事業
・マスコミを通じた普及啓発
・保健所献血推進連絡会議を通じた広報、地域イベント
での普及啓発

・高校生向けパンフレットの作成・配布
・高校卒業生対象啓発チラシの作成・配布
◎推進組織の育成、自主活動を通じた地域・職域・学校等
における普及啓発事業

＜若年層＞
・高等学校：青少年赤十字(JRC)
・専門学校・短大・大学：岡山県学生献血推進連盟
（晴れの国献血、ｸﾘｽﾏｽ献血ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等実施の支援）

＜一 般＞
・愛育委員会：地域での献血推進活動

県 民 ぐ る み の
献 血 運 動 推 進 事 業

献血運動の推進
・岡山県愛の血液助け合い運動（毎年7月～8月）の実施

月間初日行事「献血推進パレード」等により普及啓発
「献血感謝のつどい」での感謝状の贈呈

・はたちの献血キャンペーン（毎年1月～2月）の実施

岡山県献血
推進協議会

献血推進協議会運営事業

・岡山県献血推進協議会の開催

血液製剤の適正
献血の推進 血液製剤使用適正化普及事業

使 用 の 推 進
・岡山県合同輸血療法委員会の開催
・医療機関における血液製剤の適正使用の普及啓発

採血事業者指導取締事業
日本赤十字社
岡山県支部 ・血液センター、献血ルームを四半期に１回程度

岡山県赤十字 血液製剤の安全性
血液センター 医療機関等での血液製剤に関する

の 確 保 対 策 記録の保管・管理の遵守指導

血液センターにおける検査の充実等

・献血協力者への本人確認、問診の徹底
・各種血液検査の充実強化 3

平成２９年度献血等の状況
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献血者数の推移

88,070人 90,026人
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年代別の状況

40代、50代以上の占める割合が高い。
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公務員

会社員

高校生

その他

職業別の状況（平成29年度）

14.6%（10,042人）

54.5%（37,503人）
2.4%(1,621人）

8.2%（5,638人）

20.4%（14,067人）

その他（自営業者、主婦等）

献血者数 68,871人

大学・専門
学校生等

【参考】全国(H28年度)：高校生 2.3%
学生 6.4%

平成30年2月末現在
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高校生献血の状況

年度 計（人） 学校外（人） 学校内（人） 高校数（校）

２９ １，６２１ １，１２８ ４９３ １４

２８ １，６１７ １，１７２ ４４５ １４

２７ １，８０６ １，３７６ ４３０ １４

２６ ２，１３４ １，６５２ ４８３ １２

２５ １，９５９ １，５４３ ４１６ １１

２４ １，２０６ ７８６ ４２０ １０

注）平成29年度は2月末現在
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赤十字出前講座（高校）の状況

２０校で３１回実施
（平成30年2月末現在）

一次救命体験
献血の必要性を説明

Let's Try MOGI献血
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高校生への献血知識の普及啓発
【２年生用】 【３年生用】

岡山県 岡山県教育委員会
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性別の状況（平成29年度）

成分献血

男性
51,738人

200mL献血

26.9%
(13,929人)

0.7%
(347人)

女性
17,133人

成分献血

27.4%
(4,686人)

200mL献血 6.7%
(1,151人)

400mL献血 65.9%
(11,296人)

400mL献血
72.4%

(37,462人)

平成30年2月末現在 12

性別種類別の状況（平成29年度）

男性 女性
51,738人（75.1％） 17,133人（24.9％）



場所別の状況（平成29年度）

献血ルーム
ももたろう

(28.3%)

献血ルーム
うらら

（血液センター）
(18.4%)

移動献血車
(53.3%)

献血者数
68,871人

移動献血車（献血バス）での献血が全体の53.3%を、
固定施設（献血ルーム）は46.7%を占めている。

平成30年2月末現在
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供 給 量 の 推 移
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平成２９年度の主な事業

○「岡山県愛の血液助け合い運動」月間
の行事

○「はたちの献血」キャンペーン

○血液製剤使用適正化普及事業
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＜月間オープニング行事＞

○日時：７月３日（月） 13:30～14:30

○内容

・オープニングセレモニー

岡山シンフォニービル １階ガレリア

・献血パレード

岡山市表町商店街

「岡山県愛の血液助け合い運動」月間
（期間：７月～８月）
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献血感謝のつどい（中止）

○日時：８月７日（月） 13:30～15:30

○場所：岡山国際交流センター

○内容

【表彰状・感謝状の授与】
厚生労働大臣表彰状（３団体）

厚生労働大臣感謝状（１０団体）

岡山県知事感謝状（８団体、２６個人）

日本赤十字社岡山県支部長感謝状（１０団体）

岡山県赤十字血液センター所長感謝状（１５団体）
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平成３０年「はたちの献血」キャンペーン

新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心とし
た全県的な献血運動として実施。（期間：１月～２月）

【オープニングイベント及び１日所長委嘱式】
岡山県学生献血連盟代表者へメッセージと啓発資材の伝達

及び一般公募で選ばれた「はたち」の代表者に岡山県赤十字
血液センター「１日所長」を委嘱し、若年層への献血協力を呼
びかける。

○日時：１月９日（火） 9:00～9:30

○場所：岡山県赤十字血液センター

【県庁献血会場等を訪問】
○日時：１月９日（火） 13:00～13:30

○場所：県庁９階大会議室
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血液製剤使用適正化普及事業

血液製剤使用
適正化委員会

合同輸血療法委員会 輸血研究会

岡山県合同輸血療法委員会
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岡山県合同輸血療法委員会

○日時：１２月２５日（月） 14:30～16:30

○場所：ピュアリティまきび

○構成：委員）２２医療機関、血液センター、

岡山県

顧問）県医師会、県病院協会、

県薬剤師会、県看護協会、

県臨床検査技師会
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ご清聴ありがとうございました。
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岡山県における献血事業の施策体系

献 血 事 業 普 及 事 業

◎普及啓発事業
・マスコミを通じた普及啓発
・保健所献血推進連絡会議を通じた広報、地域イベント
での普及啓発

・高校生向けパンフレットの作成・配布
・高校卒業生対象啓発チラシの作成・配布
◎推進組織の育成、自主活動を通じた地域・職域・学校等
における普及啓発事業

＜若年層＞
・高等学校：青少年赤十字(JRC)
・専門学校・短大・大学：岡山県学生献血推進連盟
（晴れの国献血、ｸﾘｽﾏｽ献血ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等実施の支援）

＜一 般＞
・愛育委員会：地域での献血推進活動

県 民 ぐ る み の
献 血 運 動 推 進 事 業

献血運動の推進
・岡山県愛の血液助け合い運動（毎年7月～8月）の実施

月間初日行事「献血推進パレード」等により普及啓発
「献血感謝のつどい」での感謝状の贈呈

・はたちの献血キャンペーン（毎年1月～2月）の実施
岡山県献血
推進協議会

献血推進協議会運営事業

・岡山県献血推進協議会の開催

血液製剤の適正
献血の推進 血液製剤使用適正化普及事業

使 用 の 推 進
・岡山県合同輸血療法委員会の開催
・医療機関における血液製剤の適正使用の普及啓発

採血事業者指導取締事業
日本赤十字社
岡山県支部 ・血液センター、献血ルームを四半期に１回程度

岡山県赤十字 血液製剤の安全性
血液センター 医療機関等での血液製剤に関する

の 確 保 対 策 記録の保管・管理の遵守指導

血液センターにおける検査の充実等

・献血協力者への本人確認、問診の徹底
・各種血液検査の充実強化


